
日時：令和5年9月23日（土） 10時00分～15時00分
会場：日野町山村開発センター(伯備線根雨駅から徒歩1分）

鳥取県地域医療介護総合確保基金 在宅医療推進のための看護師育成支援事業
日野町・地域医療学講座・在宅医療推進支援室（T-HOC）

●パネルディスカッション
『精神疾患をもつ人の在宅支援』

●ワークショップ
『様々な問題を抱える患者さんの
在宅生活を継続するためにできること』

❖お問い合わせ先❖ 鳥取大学医学部附属病院 在宅医療推進支援室（T-HOC）
TEL:0859-38-6994 E-mall: t-hoc@med.tottori-u.ac.jp

日野町公式キャラクター
しいたん

QRコードを読み込み、Googleフォームでお申込ください。
メール、電話でもお申込いただけます。

🚌無料バス:定員16名です。先着順のためお早めにお申込ください。

※鳥大附属病院正面玄関（8:30発）⇔ 山村開発センター

🍱お弁当: 800円程度 （各自で持参されてもかまいません）

参加申込、無料バス、お弁当は「申込フォーム」からお申込ください

詳細は裏面をご覧ください



10時00分～ 開会挨拶 谷口 晋一（地域医療学講座 教授）

10時10分～ 挨 拶 﨏田 淳一（日野町⾧）

10時15分～ パネルディスカッション

『精神疾患をもつ人の在宅支援』
<司 会> 仁科 祐子（在宅医療推進支援室 副室⾧)
<パネリスト>

「精神疾患を抱える患者の在宅診療と

多職種での在宅支援について」

谷口 尚平（日南病院 医師）

「 精神障がいをもつ人の地域生活を支える精神科訪問看護の実践 」

高田 久美（南部町訪問看護ステーション所⾧ 看護師）

「 日野町における精神障害のある方の支援の現状と取組について 」（仮）
杉原 陽介（日野町健康福祉課 社会福祉士）

11時45分～ ワークショップの説明

南前 恵子（在宅医療推進支援室）

12時00分～ 昼 食🍱 ★ワークショップ開始までに事例を読んでおいてください。

13時10分～ ワークショップ

『様々な問題を抱える患者さんの
在宅生活を継続するためにできること』

<ファシリテーター> 李 瑛（地域医療学講座 助教）

14時45分～ ワークショップ総括 孝田 雅彦（日野病院 院⾧）

14時50分～ 閉会の挨拶 深田 美香（在宅医療推進支援室 室⾧）

✿記念写真撮影✿


